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経営相談

記帳・税務相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

今月の利率
（平成29年10月12日現在）

平成29年度（9月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 13　件

4,706万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 9　件

11,300万円

3　件
1,650万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

3　件

10,400万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

1　件

500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

10　件

12,657万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

金 融 情 報
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LOBO調査 景況天気予報 調査期間：2017年9月13日～20日
調査対象：全国の422商工会議所が3,875企業
　　　　　にヒアリング

「LOBO調査とは」全国の商工会議所の FAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、3ヵ月ぶりに改善。
先行きは慎重な見方残り、
ほぼ横ばいの動き

○
全
産
業
の
業
況
D
I
は
、
前
月

と
比
べ
ほ
ぼ
横
ば
い
。
産
業
別
に

み
る
と
、
建
設
業
、
小
売
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
で
改
善
、
そ
の
他
の
2

業
種
で
悪
化
し
た
。
各
業
種
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

○「
公
共
工
事
の
発
注
量
が
増
加

し
て
い
る
ほ
か
、
民
間
工
事
も
堅

調
。
た
だ
し
、
技
術
者
・
資
機
材

の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
今

以
上
の
受
注
増
は
難
し
い
」（
建
築

工
事
業
）、「
鮭
の
水
揚
げ
が
前
年

の
半
分
に
も
満
た
ず
、
売
上
が

伸
ば
せ
な
い
。
供
給
不
足
に
よ
り

仕
入
価
格
は
5
割
程
上
昇
し
て
お

り
、
採
算
も
圧
迫
さ
れ
て
い
る
」

（
水
産
物
卸
売
業
）、「
新
型
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
発
売
の
影
響
で
、
有
機

E
L
パ
ネ
ル
や
半
導
体
関
連
か
ら

の
引
き
合
い
が
強
く
、
売
上
は
改

善
し
た
」（
金
属
部
品
等
製
造
業
）

○
業
況
の
先
行
き
見
通
し
D
I

は
、
全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
改

善
の
見
込
み
。
産
業
別
に
み
る

と
、
建
設
業
、
製
造
業
、
卸
売
業

で
改
善
、
そ
の
他
の
2
業
種
で
横

ば
い
の
見
込
み
。

　9
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
D
I
は
、▲
15
．

3
と
、前
月
か
ら
＋
2
．9
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。た

だ
し
、「
悪
化
」か
ら「
不
変
」へ
の
変
化
が
押
し
上

げ
要
因
と
な
っ
た
こ
と
に
留
意
が
必
要
。堅
調
な

建
設・設
備
投
資
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

む
好
調
な
観
光
需
要
が
全
体
を
牽
引
し
た
。ま

た
、電
子
部
品
、自
動
車
関
連
の
生
産
が
引
き
続

き
底
堅
く
推
移
し
た
。他
方
、人
手
不
足
の
拡
大

や
、天
候
不
順
等
に
よ
る
農
水
産
物
の
出
荷
減・

価
格
上
昇
、消
費
者
の
低
価
格
志
向
を
指
摘
す

る
声
は
依
然
と
し
て
多
い
。中
小
企
業
の
景
況

感
は
総
じ
て
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
も
の
の
、

そ
の
マ
イ
ン
ド
に
は
依
然
と
し
て
鈍
さ
が
見
ら

れ
る
。

　先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
D
I
が

▲
15
．0（
今
月
比
＋
0
．3
ポ
イ
ン
ト
）と
ほ
ぼ

横
ば
い
を
見
込
む
。輸
出
や
設
備
投
資
の
堅
調

な
推
移
、秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
伴
う
観
光
需

要
の
拡
大
、消
費
持
ち
直
し
な
ど
へ
の
期
待
感
が

う
か
が
え
る
。他
方
、最
低
賃
金
を
含
め
人
件
費

の
上
昇
や
受
注
機
会
の
損
失
な
ど
人
手
不
足
の

影
響
拡
大
、地
政
学
的
リ
ス
ク
、運
送
費・原
材

料
費
の
上
昇
な
ど
を
懸
念
す
る
声
は
多
く
、中

小
企
業
に
お
い
て
は
先
行
き
へ
の
慎
重
な
見
方

が
続
い
て
い
る
。

9
全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.8％

2.1％

189万人

（前月2.8％）

（4～6月期）

（前月191万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.52倍

1.88倍

1.55倍

（前月1.52倍）

（前月1.83倍）［原数値]

（前月1.53倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.87倍 2.42倍 1.54倍 2.47倍 1.49倍

▲15.3

雇
用
情
報

8月

経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

日時　11月2日、9日、16日、30日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

石川県の最低賃金はいくらでしょうか。
　石川県内の最低賃金は、平成29年10月1日から時間給781円となって
います。
　最低賃金は、年齢・性別やパートや学生アルバイトなどの働き方の違い
にかかわらず、すべての労働者に適用されます。賃金が最低賃金以上にな
っているか確認してみましょう。※産業によって、特定最低賃金が定められ
ているものがあります。
　詳細は、石川労働局(☎076-265-4425)または、小松労働基準監督署
(☎22-4231)までお問合わせください。　
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業況DIの推移（全産業・前年同月比）
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とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況
を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意
味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先 行 見 通 し

 ▲7.4 ▲18.2 ▲8.7 ▲15.2

 ▲10.1 ▲8.1 ▲9.0 ▲2.7

 ▲19.2 ▲30.4 ▲17.9 ▲21.7

 ▲31.4 ▲22.6 ▲28.0 ▲22.6

 ▲10.8 ▲16.7 ▲13.2 ▲16.7

　本
所
副
会
頭
に
平
成
29
年

10
月
23
日
付
で
㈱
板
尾
鉄
工

所 

代
表
取
締
役
社
長
の
板
尾

昌
之
氏
が
就
任
し
た
。

㈱
板
尾
鉄
工
所

代
表
取
締
役
社
長板

尾 

昌
之
氏

最低賃金制度 検索

本所副会頭に
板尾 昌之氏
就 任

本所副会頭に
板尾 昌之氏
就 任

・会社の経理や税務についてわからな
いことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時  11月7日（火）10：00～16：00
  12月5日（火）10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）
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LOBO調査 景況天気予報 調査期間：2017年9月13日～20日
調査対象：全国の422商工会議所が3,875企業

　にヒアリング
「LOBO調査とは」全国の商工会議所の FAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、3ヵ月ぶりに改善。
先行きは慎重な見方残り、
ほぼ横ばいの動き

○
全
産
業
の
業
況
D
I
は
、
前
月

と
比
べ
ほ
ぼ
横
ば
い
。
産
業
別
に

み
る
と
、
建
設
業
、
小
売
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
で
改
善
、
そ
の
他
の
2

業
種
で
悪
化
し
た
。
各
業
種
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

○「
公
共
工
事
の
発
注
量
が
増
加

し
て
い
る
ほ
か
、
民
間
工
事
も
堅

調
。
た
だ
し
、
技
術
者
・
資
機
材

の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
今

以
上
の
受
注
増
は
難
し
い
」（
建
築

工
事
業
）、「
鮭
の
水
揚
げ
が
前
年

の
半
分
に
も
満
た
ず
、
売
上
が

伸
ば
せ
な
い
。
供
給
不
足
に
よ
り

仕
入
価
格
は
5
割
程
上
昇
し
て
お

り
、
採
算
も
圧
迫
さ
れ
て
い
る
」

（
水
産
物
卸
売
業
）、「
新
型
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
発
売
の
影
響
で
、
有
機

E
L
パ
ネ
ル
や
半
導
体
関
連
か
ら

の
引
き
合
い
が
強
く
、
売
上
は
改

善
し
た
」（
金
属
部
品
等
製
造
業
）

○
業
況
の
先
行
き
見
通
し
D
I

は
、
全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
改

善
の
見
込
み
。
産
業
別
に
み
る

と
、
建
設
業
、
製
造
業
、
卸
売
業

で
改
善
、
そ
の
他
の
2
業
種
で
横

ば
い
の
見
込
み
。

　9
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
D
I
は
、▲
15
．

3
と
、前
月
か
ら
＋
2
．9
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。た

だ
し
、「
悪
化
」か
ら「
不
変
」へ
の
変
化
が
押
し
上

げ
要
因
と
な
っ
た
こ
と
に
留
意
が
必
要
。堅
調
な

建
設・設
備
投
資
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

む
好
調
な
観
光
需
要
が
全
体
を
牽
引
し
た
。ま

た
、電
子
部
品
、自
動
車
関
連
の
生
産
が
引
き
続

き
底
堅
く
推
移
し
た
。他
方
、人
手
不
足
の
拡
大

や
、天
候
不
順
等
に
よ
る
農
水
産
物
の
出
荷
減・

価
格
上
昇
、消
費
者
の
低
価
格
志
向
を
指
摘
す

る
声
は
依
然
と
し
て
多
い
。中
小
企
業
の
景
況

感
は
総
じ
て
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
も
の
の
、

そ
の
マ
イ
ン
ド
に
は
依
然
と
し
て
鈍
さ
が
見
ら

れ
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
D
I
が

▲
15
．0（
今
月
比
＋
0
．3
ポ
イ
ン
ト
）と
ほ
ぼ

横
ば
い
を
見
込
む
。輸
出
や
設
備
投
資
の
堅
調

な
推
移
、秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
伴
う
観
光
需

要
の
拡
大
、消
費
持
ち
直
し
な
ど
へ
の
期
待
感
が

う
か
が
え
る
。他
方
、最
低
賃
金
を
含
め
人
件
費

の
上
昇
や
受
注
機
会
の
損
失
な
ど
人
手
不
足
の

影
響
拡
大
、地
政
学
的
リ
ス
ク
、運
送
費・原
材

料
費
の
上
昇
な
ど
を
懸
念
す
る
声
は
多
く
、中

小
企
業
に
お
い
て
は
先
行
き
へ
の
慎
重
な
見
方

が
続
い
て
い
る
。

9
全産業合計
の業況DI値

月の
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（前月191万人）
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小 松 管 内

1.52倍

1.88倍

1.51倍
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（前月1.83倍）［原数値]

（前月1.55倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.87倍 2.42倍 1.54倍 2.47倍 1.49倍

▲15.3
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用
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報
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経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

日時 11月2日、9日、16日、30日
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☎076-221-0242
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にかかわらず、すべての労働者に適用されます。賃金が最低賃金以上にな
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＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況
を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意
味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
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取
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氏

最低賃金制度 検索

本所副会頭に
板尾 昌之氏
就 任

本所副会頭に
板尾 昌之氏
就 任

・会社の経理や税務についてわからな
いことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時  11月7日（火）10：00～16：00

12月5日（火）10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）
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ISICO石川県産業創出支援機構

石川県事業引継ぎ支援センター（公益財団法人石川県産業創出支援機構内）
〒920-8203　金沢市鞍月2-20　石川県地場産業振興センター新館２階
TEL：076-256-1031　E-mail：hikitsugi@isico.or.jp

お問い合わせ

お問い合わせ先お問い合わせ先

金融制度のご案内 新しい石川県融資制度のご案内です。

地域商工業活性化融資（女性就業促進支援分）
平成29年10月創  設

女性が働きやすい職場環境への改善を行う中小企業の皆様を支援するため、県制度融資に
「地域商工業活性化融資（女性就業促進支援分）」を創設しました。

　原則として１年以上（事業を営
んでいない個人が新たに開業し
た者については６カ月以上）県
内に事業所を有し、引き続き同
一の事業を営んでいる中小企業
者または中小企業者を構成員と
する組合

融資対象

融 資 制 度 の 概 要

　融資については、県制度融資
の取扱金融機関へお申込みくだ
さい。
　また、制度の認定については、
認定申請書を最寄りの商工会議
所、商工会等へご提出ください。

お申し込み

５千万円
（知事が特に認めた場合2億円）

融　資
限度額

任意
〔保証料率〕保証協会の定める率
　　　　　（0.41％～ 1.43％）

信用保証

10年以内：固定1.60％（付保1.20％）
10年超　：変動1.75％（付保1.35％）利　率

15年以内
（うち据置期間２年以内）期　間

金融機関所定の扱い担　保

　女性の就業促進に向けた、更
衣室・シャワー室・食堂・トイレ・
休憩室などの施設や、女性従業
員の快適性向上を図る職場環境
改善投資資金

資金使途
※これらの制度の認定は県内各市町の
　商工会議所・商工会で行っています。

小松商工会議所経営支援課 （TEL：0761-21-3121）
石川県商工労働部経営支援課金融グループ （TEL：076-225-1522）

アクサ生命保険株式会社  小松営業所  〒923-0801  石川県小松市園町二-1  小松商工会議所ビル1F  TEL 0761-24-4596

会社と経営者ご自身の安心のために在任中のリスクや
ご勇退に向けての備えは万全でしょうか。
万が一の事態から会社を守る、経営者の未来を支えるために
アクサはさまざまなサポートを提案させていただきます。

保険をくるりと変える。

「就業不能」リスクまで経営者を手厚くサポートします。

在任中から勇退後まで経営者を手厚くサポートします。

在任中から勇退後まで経営者を手厚くサポートします。

企業の資産形成をサポートします。

●アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。
●本商品をご検討の際には、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

　11月5日（日）、いしかわ四高記念公園にて「いしかわ食のてんこもりフェスタ」が開催されます。
　南加賀の３市１町から｢小松うどん｣や｢小松名物塩焼きそば」「加賀のかがやき　鴨だしうどん」「かわきた味噌豚ど
ん」「ひゃくまん穀ごはんば～が」が出店の他、「能登丼」「ミルク王国ウチナダ」「宝達志水オムライス」など県内の地域
グルメが出店。当日は「南加賀地域グルメ」を召し上がった方限定の『Ｗチャンス！』として「グルメな器プレゼントキャン
ペーン応募」や特産品などが当たる「スピードくじ」を実施します！
　また、しいのき緑地ではクラフト・工芸イベント「百万石まちなかめぐり　もみじ２０１７」も開催され、両会場に挟まれ
る「アメリカ楓通り」が歩行者天国になります。この機会に是非、２つのイベントを回遊して、芸術の秋・食欲の秋を満喫
ください。

南加賀地域グルメ協議会（南加賀商工観光推進協議会）

日時：11月5日（日） 10時～16時
場所：いしかわ四高記念公園

南加賀
　地域グルメが出店！

11/5
SUN.

2017

まだまだ先と思っていませんか？
事業承継は早期着手が重要です。

石川県事業引継ぎ支援センターは、次世代へ事業をつなげるための様々な課題解決を支援する
公的な相談窓口です。
中小企業・小規模事業者の皆様のご相談をお受けいたします。

●後継者がいない
　今後、会社を誰に託したらよいのか？ 

●事業を親族の後継者に継がせることになったが、
　どのような手続きをすればよいのか？

“お悩みの方はぜひご相談下さい”

相談無料！
秘密厳守！
事前予約！

相談無料！
秘密厳守！
事前予約！
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景気見通し調査報告 景気見通し調査報告

景気見通し
   調査報告（抜粋）

【調査対象】
小松商工会議所
議員・評議員企業...214社
回答件数 ............111企業

（回収率 51.9％）

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。

■1．景況感
　製造業については、鉄工･機械では前
期 42.9 ポイントだったが、今期は 29.4
ポイントと悪化、更に来期は 11.8 ポイ
ントと悪化の見通しを示している。繊維
においては前期が 11.1 ポイントであっ
たが、今期は▲27.3 ポイントと悪化とな
り、来期は▲27.3 ポイントと横ばい傾向
を示している。その他製造業においては、
前期 33.3ポイントから今期は21.4ポイ
ントやや悪化傾向となり、来期は更に悪
化の見込みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が前期
▲22.2 ポイントから今期 7.7 ポイントと
若干回復傾向であり、来期は▲8.0 ポイ
ントと低下予測が伺える。小売について
は今期▲25.0 ポイントと悪化、来期は
横ばいの見通し、卸売は前期より悪化傾
向となっており、来期も横ばいの見込み、
サービス業は▲11.1 ポイントと横ばい傾
向となっており、来期は若干回復の見込
みであり、まだ総じて依然厳しい状況が
続いていることが伺える。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下し

た判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデッ

クス）とは企業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を

差し引いた値（無回答を除く）
前　　期…平成29年度第1四半期（平成29年4

月～6月）
今　　期…平成29年度第2四半期（平成29年7

月～9月、但し9月は見込み）
来　　期…平成29年度第3四半期（平成29年

10月～12月）
※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は今期より来期の方が上昇すると
いう予測）

小松商工会議所 検 索

年代別の推移

小松

鉄工・
機械
15.3％

繊維 9.9％
その他の
製造
12.6%

製造業
34.1％

建設業
23.0％

建設業
23.4％

小売業
7.2％

小売業
11.2％

卸売業
9.4％
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22.3％
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24.4％
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業
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造
業
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製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

■2．売上高

■3．売上単価

■4．資金繰り

■5．採算性（経常利益）
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全
産
業
〉

売
上
高〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

売
上
単
価〈
全
産
業
〉

資
金
繰
り〈
全
産
業
〉

採
算
性（
経
常
利
益
）〈
全
産
業
〉

緊急

　　　業　　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　　合　　計

鉄工・機械
繊維
その他製造
　　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　 非製造計
　  全　　体
　  改善予測

小松
17
11
14
26
8
8
27
111

県内

159

107
52
44
104
466

前　期 今　期 来　期
（単位：DI）

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

-75.0
（DI値）

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0
製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

（DI値）

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

75.0

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

（DI値）

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

-100.0

サービス業
県非製造

建設
小売業
卸売業

 23.5 29.4 42.9
 ▲9.1 ▲36.4 11.1
 ▲21.4 28.6 22.2
 0.0 11.9 28.1
 ▲4.0 0.0 ▲33.3
 ▲37.5 ▲50.0 0.0
 12.5 25.0 40.0
 0.0 ▲14.8 ▲5.6
 ▲4.4 ▲8.7 ▲5.3
 ▲2.7 ▲0.9 10.0
 0.7 ▲2.4 ▲4.9

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

 ▲5.9 0.0 7.1
 0.0 9.1 22.2
 ▲14.3 0.0 ▲22.2
 ▲7.1 2.4 3.1
 ▲4.0 ▲11.5 11.1
 0.0 12.5 0.0
 ▲25.0 ▲12.5 20.0
 ▲7.4 ▲18.5 ▲11.1
 ▲7.4 ▲11.6 0.0
 ▲7.3 ▲6.3 1.4
 ▲3.8 ▲4.8 ▲5.4

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

 5.9 5.9 28.6
 ▲9.1 0.0 ▲22.2
 ▲14.3 ▲7.1 11.1
 ▲4.8 0.0 9.4
 ▲8.0 ▲7.7 ▲11.1
 ▲25.0 ▲12.5 ▲16.7
 12.5 12.5 20.0
 ▲14.8 ▲3.7 5.6
 ▲10.3 ▲4.3 0.0
 ▲8.2 ▲2.7 4.3
 ▲2.2 ▲3.2 ▲1.6

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

 ▲5.9 11.8 28.6
 ▲9.1 ▲27.3 ▲11.1
 ▲21.4 0.0 0.0
 ▲11.9 ▲2.4 9.4
 ▲16.7 ▲19.2 ▲33.3
 ▲25.0 ▲37.5 ▲33.3
 ▲12.5 ▲12.5 20.0
 ▲11.1 ▲11.1 0.0
 ▲14.9 ▲17.4 ▲10.5
 ▲13.8 ▲11.7 ▲1.4
 ▲9.4 ▲13.2 ▲12.4

小松 県内 小松 県内 小松 県内
 42.9 － 29.4 － 11.8 －
 11.1 － ▲27.3 － ▲27.3 －
 33.3 － 21.4 － ▲21.4 －
 31.3 8.7 11.9 2.5 ▲9.5 ▲1.3
 ▲22.2 ▲9.9 7.7 1.9 ▲8.0 ▲10.8
 ▲16.7 ▲23.1 ▲25.0 ▲17.6 ▲25.0 ▲15.7
 20.0 ▲12.2 ▲12.5 ▲4.5 ▲12.5 0.0
 ▲11.1 ▲9.8 ▲11.1 ▲4.8 ▲7.4 ▲3.0
 ▲10.5 ▲12.5 ▲5.8 ▲4.6 ▲10.3 ▲7.4
 8.6 ▲5.4 0.9 ▲2.2 ▲10.0 ▲5.3
 ▲20.5 2.9 ▲10.9 ▲3.1 － －
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景気見通し調査報告 景気見通し調査報告

景気見通し
   調査報告（抜粋）

【調査対象】
小松商工会議所
議員・評議員企業...214社
回答件数 ............111企業

（回収率 51.9％）

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合せください。

■1．景況感
　製造業については、鉄工･機械では前
期 42.9 ポイントだったが、今期は 29.4
ポイントと悪化、更に来期は 11.8 ポイ
ントと悪化の見通しを示している。繊維
においては前期が 11.1 ポイントであっ
たが、今期は▲27.3 ポイントと悪化とな
り、来期は▲27.3 ポイントと横ばい傾向
を示している。その他製造業においては、
前期 33.3ポイントから今期は21.4ポイ
ントやや悪化傾向となり、来期は更に悪
化の見込みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が前期
▲22.2 ポイントから今期 7.7 ポイントと
若干回復傾向であり、来期は▲8.0 ポイ
ントと低下予測が伺える。小売について
は今期▲25.0 ポイントと悪化、来期は
横ばいの見通し、卸売は前期より悪化傾
向となっており、来期も横ばいの見込み、
サービス業は▲11.1 ポイントと横ばい傾
向となっており、来期は若干回復の見込
みであり、まだ総じて依然厳しい状況が
続いていることが伺える。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下し

た判断
Ｄ Ｉ 値…Ｄ．Ｉ（ディフュージョン・インデッ

クス）とは企業の景況感を示す指数
　　　　　「好転」の割合から「悪化」の割合を

差し引いた値（無回答を除く）
前　　期…平成29年度第1四半期（平成29年4

月～6月）
今　　期…平成29年度第2四半期（平成29年7

月～9月、但し9月は見込み）
来　　期…平成29年度第3四半期（平成29年

10月～12月）
※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は今期より来期の方が上昇すると
いう予測）

小松商工会議所 検 索

年代別の推移

小松

鉄工・
機械
15.3％

繊維 9.9％
その他の
製造
12.6%

製造業
34.1％

建設業
23.0％

建設業
23.4％

小売業
7.2％

小売業
11.2％

卸売業
9.4％

卸売業
7.2％

サービス業
22.3％

サービス業
24.4％

県内

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

製
造
業

非
製
造
業

■2．売上高

■3．売上単価

■4．資金繰り

■5．採算性（経常利益）

景
況
感〈
全
産
業
〉

売
上
高〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

売
上
単
価〈
全
産
業
〉

資
金
繰
り〈
全
産
業
〉

採
算
性（
経
常
利
益
）〈
全
産
業
〉

緊急

　　　業　　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　　合　　計

鉄工・機械
繊維
その他製造
　　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　　 非製造計
　  全　　体
　  改善予測

小松
17
11
14
26
8
8
27
111

県内

159

107
52
44
104
466

前　期 今　期 来　期
（単位：DI）

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

-75.0
（DI値）

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0
製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

-50.0

-25.0

0.0

25.0

（DI値）

製造業
非製造業
全産業
県全体

（DI値）

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 3月12月

H27 H28 H29

前期
（6月）

今期
（9月）

来期
（12月）

H26

75.0

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

（DI値）

50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0

-100.0

サービス業
県非製造

建設
小売業
卸売業

 23.5 29.4 42.9
 ▲9.1 ▲36.4 11.1
 ▲21.4 28.6 22.2
 0.0 11.9 28.1
 ▲4.0 0.0 ▲33.3
 ▲37.5 ▲50.0 0.0
 12.5 25.0 40.0
 0.0 ▲14.8 ▲5.6
 ▲4.4 ▲8.7 ▲5.3
 ▲2.7 ▲0.9 10.0
 0.7 ▲2.4 ▲4.9

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

 ▲5.9 0.0 7.1
 0.0 9.1 22.2
 ▲14.3 0.0 ▲22.2
 ▲7.1 2.4 3.1
 ▲4.0 ▲11.5 11.1
 0.0 12.5 0.0
 ▲25.0 ▲12.5 20.0
 ▲7.4 ▲18.5 ▲11.1
 ▲7.4 ▲11.6 0.0
 ▲7.3 ▲6.3 1.4
 ▲3.8 ▲4.8 ▲5.4

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

 5.9 5.9 28.6
 ▲9.1 0.0 ▲22.2
 ▲14.3 ▲7.1 11.1
 ▲4.8 0.0 9.4
 ▲8.0 ▲7.7 ▲11.1
 ▲25.0 ▲12.5 ▲16.7
 12.5 12.5 20.0
 ▲14.8 ▲3.7 5.6
 ▲10.3 ▲4.3 0.0
 ▲8.2 ▲2.7 4.3
 ▲2.2 ▲3.2 ▲1.6

鉄工・機械
繊維
その他製造
　  製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
　非製造計
　全産業
   県　内

前期今期来期
（単位：DI）

 ▲5.9 11.8 28.6
 ▲9.1 ▲27.3 ▲11.1
 ▲21.4 0.0 0.0
 ▲11.9 ▲2.4 9.4
 ▲16.7 ▲19.2 ▲33.3
 ▲25.0 ▲37.5 ▲33.3
 ▲12.5 ▲12.5 20.0
 ▲11.1 ▲11.1 0.0
 ▲14.9 ▲17.4 ▲10.5
 ▲13.8 ▲11.7 ▲1.4
 ▲9.4 ▲13.2 ▲12.4

小松 県内 小松 県内 小松 県内
 42.9 － 29.4 － 11.8 －
 11.1 － ▲27.3 － ▲27.3 －
 33.3 － 21.4 － ▲21.4 －
 31.3 8.7 11.9 2.5 ▲9.5 ▲1.3
 ▲22.2 ▲9.9 7.7 1.9 ▲8.0 ▲10.8
 ▲16.7 ▲23.1 ▲25.0 ▲17.6 ▲25.0 ▲15.7
 20.0 ▲12.2 ▲12.5 ▲4.5 ▲12.5 0.0
 ▲11.1 ▲9.8 ▲11.1 ▲4.8 ▲7.4 ▲3.0
 ▲10.5 ▲12.5 ▲5.8 ▲4.6 ▲10.3 ▲7.4
 8.6 ▲5.4 0.9 ▲2.2 ▲10.0 ▲5.3
 ▲20.5 2.9 ▲10.9 ▲3.1 － －
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Central Campus

Awazu Campus

Suehiro Campus

Komatsu City

公立小松大学
平成30年4月開学決定平成30年4月開学決定

学長予定者メッセージ

小松商工会議所でも、将来の小松市を支えるものづくりの人材及び国際都市にふさわしい
人材の育成に取り組むとともに、公立小松大学の取り組みを応援していきます。

　わが国では今後、人口減少、グローバル化、情報化のさらなる進展が予測されてい
ます。このような社会の状況下で、地方が活力を維持、発展させてゆくためには、大
学の存在が必須であり、産業・金融界や自治体と緊密良好に連携してゆくことが益々
重要になると考えられます。公立小松大学は、市民の皆さまによって設立される公立
大学です。産官学連携で求められる学の役割をしっかりはたし、しあわせに満ちた地域
の未来を皆さまとともに創り上げてまいります。

３学部４学科の総合大学
学　部 学　科 募集人員

生産システム科学部

保健医療学部

国際文化交流学部

生産システム科学科

看護学科

臨床工学科

国際文化交流学科

80

50

30

80

240合　　　計

学部・学科構成と募集人員

生産システム科学部生産システム科学部 保健医療学部保健医療学部 国際文化交流学部国際文化交流学部 +全学の共通教育

北陸のものづくりの拠点 健康・医療の拠点 交流の拠点

　たくましいものづくり、南加賀地域における健康・医療の拠
点、小松空港や小松駅をはじめとする交流の拠点機能は、小松
市の大きな特長となっています。その強みを活かすとともに、
少子高齢化、グローバル化、技術革新など、めまぐるしく社会
が変化する中、多様化するニーズに的確に応えられるひとづくり
を行っていくことが、ますます重要となってきます。
　公立小松大学は、「生産システム科学部」、「保健医療学部」、
「国際文化交流学部」の３学部４学科が設置される総合大学と
して、幅広い教育・研究活動を行うことが期待されています。

粟津キャンパス 末広キャンパス 中央キャンパス

市民に開かれた公立小松大学
大学とともに成長する新しいまちとひとの姿

こまつから未来へ

* d-junbi@city.komatsu.lg.jp
URL http://www.komatsu-u.jp/

地域に身近な「人材育成拠点」
市民が集い、学び、成長します
教養の充実や資格取得支援など、市民向け
公開講座が開講されます。附属図書館や
自習室、英語カフェでは多くの市民が

学びを深めます。

市民大学として

大学に求められる役割は、教育・研究から地域連携まで多岐に渡ります。
公立小松大学は、地域に根ざした大学として、様々な面で地域の方々と協働する特色あるカリキュラム
を準備しています。ここでは、その一例を紹介します。

まち全体がキャンパスに
地域と繋がるカリキュラムが充実
インターンシップ、臨地実習、地域実習など、
キャンパスから出て地域の方々の協力のもとに
行う科目が開講され、大学と地域の交流が

活発になります。

教育　地域
大学生が集い・暮らす

若者を支え見守る地域の力と絆
公立小松大学で学ぶ多くの若者が、地域で生活
します。地域の行事やボランティア活動への

参加も期待されます。

学生　地域

産学官連携
共同・受託研究、地域課題の解決、
　人材育成などを積極的に推進

教員陣の専門分野を活かし、身近なテーマから
最先端の課題まで、地域課題の解決が

期待されます。

研究　地域

小松市で行われてきた
国際交流活動を発展
海外大学との交流をはじめ、

国際シンポジウム開催や小松市の姉妹都市との
交流など国際交流活動が活発に

なっていきます。

国際交流　地域
山 本　博

公立小松大学に関するお問い合わせ
小松市 総合政策部 公立大学設立準備室 ☎0761-44-3530

　小松市に、南加賀地域で初となる公立の４年制大学「公立小松大学」が開学します。
　公立小松大学は、基本理念に「地域と世界で活躍する人間性
豊かなグローバル人材の育成」を掲げ、ものづくり、健康
医療、異文化交流・地域創生の各分野で活躍する人材育
成の地域における中核的役割を担っていきます。また、
南加賀で唯一の公立４年制大学として、地域と大学との関わり
合いを重視しています。来年4月からスタートする地域と大学が
ともに支え合い、成長する新しいまちの姿について考えてみましょう。

今月のPICK UP今月のPICK UP
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Central Campus

Awazu Campus

Suehiro Campus

Komatsu City
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公立小松大学に関するお問い合わせ
小松市 総合政策部 公立大学設立準備室 ☎0761-44-3530

　小松市に、南加賀地域で初となる公立の４年制大学「公立小松大学」が開学します。
　公立小松大学は、基本理念に「地域と世界で活躍する人間性
豊かなグローバル人材の育成」を掲げ、ものづくり、健康
医療、異文化交流・地域創生の各分野で活躍する人材育
成の地域における中核的役割を担っていきます。また、
南加賀で唯一の公立４年制大学として、地域と大学との関わり
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会議所の動き会議所の動き

9/239/2310/210/2

9/299/29

9/299/29

10/210/2 9/299/2910/6・710/6・7
　
当
所
商
業・ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、

「
歌
舞
伎
の
ま
ち「
こ
ま
つ
」の
啓
発
事
業
に
つ
い
て
〜
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
と
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
〜
」と
題
し
、ゲ
ス
ト
に
小
松
市
経

済
観
光
文
化
部
観
光
文
化
担
当
部
長 

望
月
精
司
氏
を
招
き
、委
員
会

を
開
催
し
、以
下
の
通
り
説
明
を
受
け
た
。

　
小
松
市
で
は「
歌
舞
伎
の
ま
ち
・
小
松
」の
推
進
を「
物
語
で
繋
ぐ
」「
機
会
づ

く
り
」「
舞
台
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」の
４
本
の
柱
で
発
信
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
を
代
表
す
る
三
大
行
事
で
あ
る『
全
国
子
供
歌

舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』、『
中
学
校
古
典
教
室
』、『
お
旅
ま
つ
り
の
曳
山
行
事
』

で
は
歌
舞
伎
の
ま
ち
の
機
会
を
創
り
、
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。

　
更
に『
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
』『
曳
山
交
流
館
』『
粟
津
演
舞
場
』な
ど
で
演
じ
、
学

び
、
楽
し
む
舞
台
を
整
備
し
歌
舞
伎
発
信
の
拠
点
づ
く
り
を
し
、『
歌
舞
伎
未

来
塾
』『
市
民
歌
舞
伎
』な
ど
で
市
民
が
学
び
、
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。

　
望
月
部
長
は
、
最
後
に
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
３
年
の

新
幹
線
開
業
に
向
け
て
さ
ら
に
み
ど
こ
ろ
を
拡
充
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
は『
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
』の
魅
力
を
改
め
て
認
識
し
、
小
松

市
の
観
光
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
と
し
閉
会
し
た
。

歌
舞
伎
の
街「
こ
ま
つ
」の
啓
発
事
業
に
つ
い
て

9/289/28
　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
前
口
剛
）は
、七

尾
Y
E
G
主
催
の「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
１５
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
い

し
か
わ
七
尾
大
会
」に
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
チ
ー
ム
と
し
て

参
加
、ま
た
大
会
運
営
に
協
力
し
た
。

　
当
日
は
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
内
３
名
が
選
手
と
し
て
参

加
、
６
名
が
駐
車
場
誘
導
係
や
記
録
係
と
し
て
運
営
に
協
力
し

た
。

　
試
合
結
果
に
つ
い
て
は
、
１
試
合
目
が
０
ー
３
、
２
試
合
目
が

１
ー
１
、
３
試
合
目
が
５
ー
０
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
進
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

他
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
後
、
大
懇
親
会
に
て
来
年
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
主
催
す

る
柏
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
千
葉
県
）
が
Ｐ
Ｒ
し
、
又
、
再
来
年
の
サ
ッ
カ
ー

大
会
に
つ
い
て
長
崎
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
長
崎
県
）
が
主
催
す
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
た
。

青年部
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
催
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
参
加

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
、
去
る

10
月
2
日（
月
）に
委
員
会
を
開
催
し
、
10
月
17
日（
火
）開

催
の
本
所
常
議
員
審
議
案
件（
平
成
30
年
度
石
川
県
・
小

松
市
に
対
す
る
要
望
等
）に
つ
い
て
出
席
者
12
名
が
協
議
し

た
。

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
協
議
に
入
り
事
務
局
よ
り
資

料
に
基
づ
き
平
成
30
年
度
石
川
県
・
小
松
市
に
対
す
る
要

望
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
の
要
望
は
本
所
各
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
出

席
し
た
委
員
は
内
容
を
確
認
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
終
わ
り
に
、
事
務
局
よ
り
10
月
26
日（
木
）か
ら
27
日

（
金
）実
施
予
定
の
宮
崎
県
視
察
に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が

あ
り
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

総務企画委員会 女性会
平
成
30
年
度 

県・市
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
協
議

北陸信越ブロック
商工会議所会頭会議

石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
員
大
会
開
催

　
9
月
29
日（
金
）、
第
17
回
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
会
員
大
会
が
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
に
て
開
催
さ
れ
、
当
会
よ
り
17

名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
堂
上
頼
子
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
珠
洲
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭

2
0
1
7

-

最
涯
の
芸
術
祭
、
最
先
端
の
美
術

-

」を
視
察
し
た
。

奥
能
登
国
際
芸
術
祭
2
0
1
7
は
11
の
国
と
地
域
か
ら
39
組
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
珠
洲
市
内
全
域
で
9
月
3
日（
日
）〜
10
月
22

日（
日
）ま
で
の
50
日
間
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
中
の
数
作

品
を
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
視
察
し
た
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
す
ず
な
り
が
運
営
し
て
い
る
道
の
駅
す
ず

な
り
を
視
察
し
た
。
道
の
駅
す
ず
な
り
で
は
珠
洲
の
特
産
品
や
お
土

産
品
を
販
売
し
て
い
る
他
、
珠
洲
の
観
光
案
内
所
と
し
て
市
内
の
飲

食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

小松珠算連盟

石黑教育長訪問

　
小
松
珠
算
連
盟
は
、本
年
度
も
小
松
市
内
全
小
学
校
３
年
生・４
年
生
を
対
象
に

「
そ
ろ
ば
ん
講
師
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」を
実
施
す
る
。

　
同
連
盟
の
近
藤
啓
史
、
北
豊
彰
両
理
事
は
、
小

松
市
教
育
長
　
石
黑
和
彦
氏
を
訪
問
し
、
同
事
業

の
小
学
校
校
長
会
へ
の
周
知
を
依
頼
し
た
。
そ
ろ
ば

ん
は
児
童
の
計
算
力
や
基
礎
学
力
の
向
上
な
ど
が
期

待
で
き
、
昨
年
度
は
市
内
23
校
に
て
約
１
３
０
０
人

の
児
童
が
受
講
し
て
い
る
。

　
同
連
盟
は
、
各
種
珠
算
大
会
の
開
催
や
、
教
材

「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」
の
贈
呈
な
ど
、
そ
ろ
ば
ん

教
育
を
軸
と
し
た
地
域
の
教
育
に
長
年
貢
献
し
て
い

る
。 そ

ろ
ば
ん
で
基
礎
学
力
ア
ッ
プ
の
お
手
伝
い
‼

奥能登国際芸術祭2017を視察会員大会会場のラポルトすずにて

　
第
49
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
北
海
道
全
国
大
会

が
、10
月
６
日（
金
）７
日（
土
）北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、全

国
３
８
１
女
性
会
、２
，７
０
２
名
が
参
加
し
た
。当
会
か
ら
は
島

節
子
会
長
他
６
人
、県
内
か
ら
は
59
人
が
参
加
し
た
。

　
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
が「
私
ど
も
女
性
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発

想
を
も
っ
て
、
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
さ
れ
、
日

本
商
工
会
議
所
三
村
明
夫
会
頭
の
挨
拶
で
は
、「
各
地
女
性
会
に
お
い
て
、

地
域
経
済
、
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
を
け

ん
引
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
当
会
の「
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
事
業
」が「
個
と
し
て
光
る

女
性
会
事
業
表
彰
」の
優
秀
賞（
全
商
女
性
連
会
長
賞
）を
授
賞
し
、
島

節
子
会
長
が
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
よ
り
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

　
そ
の
後
、
㈱
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

似
鳥
昭
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
お
、
ね
だ
ん
以
上
。」〜
ニ
ト
リ
の
成
長

秘
話
〜
と
題
し
て
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　
企
業
視
察
で
は
、
六
花
亭
札
幌
本
店
を
視
察
し
、
同
社
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

女性会
第
49
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
北
海
道
全
国
大
会表彰状を受け取る島会長北海道全国大会会場の北海きたえーるにて

小松商店会連盟 商業・まちづくり委員会

ゲストの望月精司氏委員会の様子

商
店
街
実
践
活
動
塾
に
参
加

　
本
所
に
事
務
局
を
有
す
る
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
：
濱

本
哲
成
）は
、
こ
の
度
、
石
川
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

が
実
施
す
る
商
店
街
実
践
活
動
塾（
計
６
回
）に
参
加
し
た
。

　
本
活
動
塾
は
、
地
元
で
地
域
活
性
化
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
や
団
体
が
参
加
し
、
実
施
活
動
や
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
元

気
な
ま
ち
な
か
の
循
環
に
導
く
糸
口
と
す
す
め
方
を
探
り
、
実
践
に

結
び
付
け
る
よ
う
な
活
動
方
針
・
方
策
を
見
出
す
こ
と
が
狙
い
で
あ

る
。
当
日
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
㈱
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー

ク
ス
代
表
の
多
田
年
成
氏
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ア
ル
ス
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
㈱
山
口
哲
央
氏
の
進
行
。
小
松
商
店
会
連
盟
、
龍
助
町
西
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、こ
ま
つ
町
家
文
庫
、
グ
ル
ー
プ
小
ま
め
、
N
P
O

法
人
カ
ブ
ッ
キ
ー
タ
ウ
ン
こ
ま
つ
の
代
表
者
ら
が
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
活
動
で
得
た
気
づ
き
と
課
題
を
述
べ
あ
い
、
平
成
34
年
度
の
北
陸

新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
、
い
か
に
し
て
来
訪
者
と
住
民
双
方
に
と

っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
す
る
の
か
を
熱
く
議
論
し
初
回
の
塾

を
終
え
た
。

コーディネーターの多田年成氏活動塾の様子

挨拶する堀委員長意見交換する委員各位

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所・会
頭
会
議

　
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
・
会
頭
会
議
が
石
川

県
白
山
市
で
開
催
さ
れ
、
長
野
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
県

内
の
49
商
工
会
議
所
の
会
頭
他
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
久

貝
常
務
理
事
ら
総
勢
約
百
人
が
出
席
し
た
。

　
当
所
か
ら
は
西
会
頭
と
坂
井
専
務
理
事
が
出
席
し
、
意
見

要
望
と
し
て
西
会
頭
よ
り「
北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
開
業

及
び
北
陸
と
関
西
・
中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
確
保
に
つ
い
て
」

と「
小
松
空
港
の
国
際
線
誘
致
強
化
に
つ
い
て
」の
２
つ
を
日

本
商
工
会
議
所
へ
要
望
し
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
他
地
域
か
ら
の
意
見
要
望
を
踏

ま
え
、
今
後
、
国
へ
の
要
望
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

意見要望する西会頭会議の様子

サッカーで大活躍！参加メンバーで記念撮影
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会議所の動き会議所の動き

9/239/2310/210/2

9/299/29

9/299/29

10/210/2 9/299/2910/6・710/6・7
　
当
所
商
業・ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、

「
歌
舞
伎
の
ま
ち「
こ
ま
つ
」の
啓
発
事
業
に
つ
い
て
〜
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
と
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
〜
」と
題
し
、ゲ
ス
ト
に
小
松
市
経

済
観
光
文
化
部
観
光
文
化
担
当
部
長 

望
月
精
司
氏
を
招
き
、委
員
会

を
開
催
し
、以
下
の
通
り
説
明
を
受
け
た
。

　
小
松
市
で
は「
歌
舞
伎
の
ま
ち
・
小
松
」の
推
進
を「
物
語
で
繋
ぐ
」「
機
会
づ

く
り
」「
舞
台
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」の
４
本
の
柱
で
発
信
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
を
代
表
す
る
三
大
行
事
で
あ
る『
全
国
子
供
歌

舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』、『
中
学
校
古
典
教
室
』、『
お
旅
ま
つ
り
の
曳
山
行
事
』

で
は
歌
舞
伎
の
ま
ち
の
機
会
を
創
り
、
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。

　
更
に『
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
』『
曳
山
交
流
館
』『
粟
津
演
舞
場
』な
ど
で
演
じ
、
学

び
、
楽
し
む
舞
台
を
整
備
し
歌
舞
伎
発
信
の
拠
点
づ
く
り
を
し
、『
歌
舞
伎
未

来
塾
』『
市
民
歌
舞
伎
』な
ど
で
市
民
が
学
び
、
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。

　
望
月
部
長
は
、
最
後
に
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
３
年
の

新
幹
線
開
業
に
向
け
て
さ
ら
に
み
ど
こ
ろ
を
拡
充
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
は『
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
』の
魅
力
を
改
め
て
認
識
し
、
小
松

市
の
観
光
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
と
し
閉
会
し
た
。

歌
舞
伎
の
街「
こ
ま
つ
」の
啓
発
事
業
に
つ
い
て

9/289/28
　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
前
口
剛
）は
、七

尾
Y
E
G
主
催
の「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
１５
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
い

し
か
わ
七
尾
大
会
」に
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
チ
ー
ム
と
し
て

参
加
、ま
た
大
会
運
営
に
協
力
し
た
。

　
当
日
は
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
内
３
名
が
選
手
と
し
て
参

加
、
６
名
が
駐
車
場
誘
導
係
や
記
録
係
と
し
て
運
営
に
協
力
し

た
。

　
試
合
結
果
に
つ
い
て
は
、
１
試
合
目
が
０
ー
３
、
２
試
合
目
が

１
ー
１
、
３
試
合
目
が
５
ー
０
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
進
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

他
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
後
、
大
懇
親
会
に
て
来
年
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
主
催
す

る
柏
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
千
葉
県
）
が
Ｐ
Ｒ
し
、
又
、
再
来
年
の
サ
ッ
カ
ー

大
会
に
つ
い
て
長
崎
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
長
崎
県
）
が
主
催
す
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
た
。

青年部
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
催
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
参
加

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
、
去
る

10
月
2
日（
月
）に
委
員
会
を
開
催
し
、
10
月
17
日（
火
）開

催
の
本
所
常
議
員
審
議
案
件（
平
成
30
年
度
石
川
県
・
小

松
市
に
対
す
る
要
望
等
）に
つ
い
て
出
席
者
12
名
が
協
議
し

た
。

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
協
議
に
入
り
事
務
局
よ
り
資

料
に
基
づ
き
平
成
30
年
度
石
川
県
・
小
松
市
に
対
す
る
要

望
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
の
要
望
は
本
所
各
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
出

席
し
た
委
員
は
内
容
を
確
認
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
終
わ
り
に
、
事
務
局
よ
り
10
月
26
日（
木
）か
ら
27
日

（
金
）実
施
予
定
の
宮
崎
県
視
察
に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が

あ
り
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

総務企画委員会 女性会
平
成
30
年
度 

県・市
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
協
議

北陸信越ブロック
商工会議所会頭会議

石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
員
大
会
開
催

　
9
月
29
日（
金
）、
第
17
回
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
会
員
大
会
が
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
に
て
開
催
さ
れ
、
当
会
よ
り
17

名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
堂
上
頼
子
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
珠
洲
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭

2
0
1
7

-

最
涯
の
芸
術
祭
、
最
先
端
の
美
術

-

」を
視
察
し
た
。

奥
能
登
国
際
芸
術
祭
2
0
1
7
は
11
の
国
と
地
域
か
ら
39
組
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
珠
洲
市
内
全
域
で
9
月
3
日（
日
）〜
10
月
22

日（
日
）ま
で
の
50
日
間
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
中
の
数
作

品
を
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
視
察
し
た
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
す
ず
な
り
が
運
営
し
て
い
る
道
の
駅
す
ず

な
り
を
視
察
し
た
。
道
の
駅
す
ず
な
り
で
は
珠
洲
の
特
産
品
や
お
土

産
品
を
販
売
し
て
い
る
他
、
珠
洲
の
観
光
案
内
所
と
し
て
市
内
の
飲

食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

小松珠算連盟

石黑教育長訪問

　
小
松
珠
算
連
盟
は
、本
年
度
も
小
松
市
内
全
小
学
校
３
年
生・４
年
生
を
対
象
に

「
そ
ろ
ば
ん
講
師
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」を
実
施
す
る
。

　
同
連
盟
の
近
藤
啓
史
、
北
豊
彰
両
理
事
は
、
小

松
市
教
育
長
　
石
黑
和
彦
氏
を
訪
問
し
、
同
事
業

の
小
学
校
校
長
会
へ
の
周
知
を
依
頼
し
た
。
そ
ろ
ば

ん
は
児
童
の
計
算
力
や
基
礎
学
力
の
向
上
な
ど
が
期

待
で
き
、
昨
年
度
は
市
内
23
校
に
て
約
１
３
０
０
人

の
児
童
が
受
講
し
て
い
る
。

　
同
連
盟
は
、
各
種
珠
算
大
会
の
開
催
や
、
教
材

「
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
」
の
贈
呈
な
ど
、
そ
ろ
ば
ん

教
育
を
軸
と
し
た
地
域
の
教
育
に
長
年
貢
献
し
て
い

る
。 そ

ろ
ば
ん
で
基
礎
学
力
ア
ッ
プ
の
お
手
伝
い
‼

奥能登国際芸術祭2017を視察会員大会会場のラポルトすずにて

　
第
49
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
北
海
道
全
国
大
会

が
、10
月
６
日（
金
）７
日（
土
）北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、全

国
３
８
１
女
性
会
、２
，７
０
２
名
が
参
加
し
た
。当
会
か
ら
は
島

節
子
会
長
他
６
人
、県
内
か
ら
は
59
人
が
参
加
し
た
。

　
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
が「
私
ど
も
女
性
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発

想
を
も
っ
て
、
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
さ
れ
、
日

本
商
工
会
議
所
三
村
明
夫
会
頭
の
挨
拶
で
は
、「
各
地
女
性
会
に
お
い
て
、

地
域
経
済
、
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
を
け

ん
引
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
当
会
の「
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
事
業
」が「
個
と
し
て
光
る

女
性
会
事
業
表
彰
」の
優
秀
賞（
全
商
女
性
連
会
長
賞
）を
授
賞
し
、
島

節
子
会
長
が
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
よ
り
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

　
そ
の
後
、
㈱
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

似
鳥
昭
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
お
、
ね
だ
ん
以
上
。」〜
ニ
ト
リ
の
成
長

秘
話
〜
と
題
し
て
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　
企
業
視
察
で
は
、
六
花
亭
札
幌
本
店
を
視
察
し
、
同
社
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

女性会
第
49
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
北
海
道
全
国
大
会表彰状を受け取る島会長北海道全国大会会場の北海きたえーるにて

小松商店会連盟 商業・まちづくり委員会

ゲストの望月精司氏委員会の様子

商
店
街
実
践
活
動
塾
に
参
加

　
本
所
に
事
務
局
を
有
す
る
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
：
濱

本
哲
成
）は
、
こ
の
度
、
石
川
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

が
実
施
す
る
商
店
街
実
践
活
動
塾（
計
６
回
）に
参
加
し
た
。

　
本
活
動
塾
は
、
地
元
で
地
域
活
性
化
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
や
団
体
が
参
加
し
、
実
施
活
動
や
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
元

気
な
ま
ち
な
か
の
循
環
に
導
く
糸
口
と
す
す
め
方
を
探
り
、
実
践
に

結
び
付
け
る
よ
う
な
活
動
方
針
・
方
策
を
見
出
す
こ
と
が
狙
い
で
あ

る
。
当
日
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
㈱
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー

ク
ス
代
表
の
多
田
年
成
氏
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ア
ル
ス
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
㈱
山
口
哲
央
氏
の
進
行
。
小
松
商
店
会
連
盟
、
龍
助
町
西
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、こ
ま
つ
町
家
文
庫
、
グ
ル
ー
プ
小
ま
め
、
N
P
O

法
人
カ
ブ
ッ
キ
ー
タ
ウ
ン
こ
ま
つ
の
代
表
者
ら
が
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
活
動
で
得
た
気
づ
き
と
課
題
を
述
べ
あ
い
、
平
成
34
年
度
の
北
陸

新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
、
い
か
に
し
て
来
訪
者
と
住
民
双
方
に
と

っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
す
る
の
か
を
熱
く
議
論
し
初
回
の
塾

を
終
え
た
。

コーディネーターの多田年成氏活動塾の様子

挨拶する堀委員長意見交換する委員各位

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所・会
頭
会
議

　
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
・
会
頭
会
議
が
石
川

県
白
山
市
で
開
催
さ
れ
、
長
野
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
県

内
の
49
商
工
会
議
所
の
会
頭
他
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
久

貝
常
務
理
事
ら
総
勢
約
百
人
が
出
席
し
た
。

　
当
所
か
ら
は
西
会
頭
と
坂
井
専
務
理
事
が
出
席
し
、
意
見

要
望
と
し
て
西
会
頭
よ
り「
北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
開
業

及
び
北
陸
と
関
西
・
中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
確
保
に
つ
い
て
」

と「
小
松
空
港
の
国
際
線
誘
致
強
化
に
つ
い
て
」の
２
つ
を
日

本
商
工
会
議
所
へ
要
望
し
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
他
地
域
か
ら
の
意
見
要
望
を
踏

ま
え
、
今
後
、
国
へ
の
要
望
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

意見要望する西会頭会議の様子

サッカーで大活躍！参加メンバーで記念撮影
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会議所の動き

10/1110/11
　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）は
、小
松
市
の
観

光
産
業
に
つ
い
て
小
松
市
の
竹
村
信
一
副
市
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

木
場
潟
西
園
地
の
ア
ク
ア
テ
ラ
ス・カ
フ
ェ「
ラ
ー
ゴ・ビ
ア
ン
コ
」

に
て
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
H
i
f
リ
ゾ
ー
ト
㈱
が
10
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ラ
ー
ゴ
・
ビ
ア
ン
コ
」
の
説
明
を
受
け
た
。
カ
フ
ェ
は
、
小
松
市
の

滝
ケ
原
石
が
壁
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
お
り
店
内
か
ら
は
木
場
潟
と
白

山
が
一
望
で
き
40
名
が
利
用
で
き
る
。

　
次
に
竹
村
副
市
長
よ
り
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
小
松
の
石

文
化
」
観
音
下
・
鵜
川
・
遊
泉
町
、
滝
ケ
原
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
・

文
化
的
な
資
源
活
用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
世
界
的
建
築
家
・
隈
研
吾
氏
の
設
計
に
よ
る
九
谷
焼
製
土

所
は
体
験
工
房
を
備
え
九
谷
焼
の
全
て
の
工
程
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

今
後
の
観
光
戦
略
の
核
と
な
る
と
話
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
小
松
駅
周
辺
の
観
光
バ
ス
駐
車
場
整
備
へ
の
要
望
や

木
場
潟
水
質
改
善
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

観光文化委員会
小
松
市
の
観
光
産
業
に
つ
い
て

10/1010/10
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
法
を
学
ぶ

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は
、
去
る
10

月
10
日（
火
）に
定
例
委
員
会
を
開
催
し
、
ゲ
ス
ト
に
石
川
県
商

工
労
働
部
産
業
政
策
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
の
川
畑
泰
樹
氏
を
招
き
、Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
と
商
工
労
働
施
策
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
川
畑
氏
は
産
業
界
で
の
Ｉｏ
Ｔ
の
活
用
法
に
つ
い
て
既
に
Ｉｏ
Ｔ
の
活
用

を
進
め
て
い
る
企
業
の
事
例
を
交
え
つ
つ
説
明
さ
れ
、「
Ｉｏ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
で
熟
練
度
の
低
い
人
材
の
活
用
が
可
能
に
な
り
、
人
手
不
足
の
解

消
に
繋
が
っ
た
例
も
あ
り
、
工
場
や
生
産
プ
ラ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
器
や
セ
ン
サ
ー
か
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
・
可
視
化
し
、

活
用
す
る
こ
と
で
、
生
産
業
務
の
改
善
、
人
員
配
置
の
最
適
化
な
ど
幅
広

い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」と
話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
人
材
確
保
支
援
や
設
備
投
資
支
援
な
ど
の
石
川
県
の
商
工
労

働
施
策
に
つ
い
て
も
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
話
題
の
Ｉｏ
Ｔ
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
大
変
良
い
機

会
と
な
り
、
今
後
も
Ｉｏ
Ｔ
の
活
用
法
に
関
す
る
研
修
を
続
け
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

産業政策委員会

ゲストの川畑氏川畑氏の説明を聞く委員

10/2310/23
　
本
所
で
は
、
臨
時
議
員
総
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

議
員
・
評
議
員
ら
65
名
が
出
席
し
た
。

　
臨
時
議
員
総
会
で
は
、
副
会
頭
の
選
任
議
案
が
審
議
・
承
認

さ
れ
、
㈱
板
尾
鉄
工
所
　
代
表
取
締
役
社
長
の
板
尾
昌
之
氏
が

10
月
23
日
付
で
就
任
し
た
。

　
総
会
終
了
の
後
、
合
同
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
石
川
県
産
業

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　
労
働
衛
生
専
門
職
の
竹
口
彰
夫
氏

を
講
師
に
招
き
、
経
営
者
が
取
り
組
む
従
業
員
の
為
の
健
康
確

保
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
竹
口
氏
は
講
演
の
中
で
「
従
業
員
へ
の
健
康
診
断
・
人
間
ド
ッ

ク
及
び
産
業
医
職
務
や
地
域
セ
ン
タ
ー
の
支
援
事
業
は
あ
く
ま

で
手
段
で
あ
る
。
経
営
者
の
強
い
意
思
と
情
熱
で
社
風
を
良
い

環
境
に
導
き
、
従
業
員
と
の
価
値
観
を
共
有
し
、
と
も
に
取
り

組
む
こ
と
で
課
題
の
解
消
・
軽
減
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
。」
と

話
さ
れ
た
。

臨
時
議
員
総
会・評
議
員
会
及
び
合
同
懇
談
会
を
開
催

10/1710/17
重
要
議
案
を
審
議

　
本
所
で
は
、
正
副
会
頭
・
常
議
員
や
青
年
部
会
長
の
出

席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
石
川
県
・

小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事
項
を
は
じ
め
と
す
る
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
西
会
頭
の
挨
拶
後
、早
速
議
事
進
行
が
行
わ
れ
、右
記
議
案
の

他
本
所
副
会
頭
選
任
に
同
意
を
求
め
る
件
、第
68
回
優
良
従
業
員

表
彰
の
件
を
審
議
し
全
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
報
告
事
項
で
は
、事
務
局
よ
り
11
月
28
日（
火
）開
催
の
本

所
会
員
大
会
に
お
け
る
表
彰
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
そ
の
他
、来
年
の
新
春
懇
談
会
の
日
程
変
更
や
石
川
県
商
工
会

議
所
連
合
会
２
０
１
７
年
度
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
報
告

し
、常
議
員
会
を
終
え
た
。

常議員会

10/1610/16
　
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
　
濱
本
哲
成
）は
、本
年
度
新
規
事
業

「
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
ま
ち
ゼ
ミ
）」に
向
け
、㈱
全
国
商
店

街
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
研
修
会（
計
４
回
）を
開
催
。

　
本
連
盟
は
、
本
年
度
新
規
事
業「
ま
ち
ゼ
ミ
」を
平
成
30
年
2
月

16
日
〜
3
月
15
日
に
開
催
す
る
。

 「
ま
ち
ゼ
ミ
」と
は
、
店
主
が
講
師
と
な
り
、
専
門
的
な
知
識
や
情

報
、
コ
ツ
、
趣
味
の
楽
し
み
な
ど
を
お
客
様
に
無
料
で
お
伝
え
す
る

ゼ
ミ
で
あ
る
。

　
第
1
回
目（
10
月
15
日
）研
修
会
で
は
、
㈱
全
国
商
店
街
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
ち
ゼ
ミ
研
修
事
業
講
師
ま
ち
ゼ
ミ
発
祥
の
地
で
あ
る
岡
崎
ま

ち
ゼ
ミ
の
会
代
表
松
井
洋一郎
氏
よ
り
、
全
国
の
事
例
を
交
え
、
お

客
・
個
店
・
街
の
三
方
よ
し
の
商
店
街
活
性
化
事
業〝
ま
ち
ゼ
ミ
〞と

は
何
か
、
何
の
た
め
誰
の
為
に〝
ま
ち
ゼ
ミ
〞を
行
う
の
か
、
ゼ
ミ
の

目
的
や
利
点
な
ど
開
催
基
準
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
受
講
者
は
、

2
回
目
以
降
の
研
修
に
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
来
年
2
月
の
本
番
開

講
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

小松商店会連盟
第
1
回
小
松
商
店
会
連
盟
ま
ち
ゼ
ミ
実
施
に
向
け
て
研
修
会
開
催

10/1210/12
地
方
創
生
に
向
け
、公
立
小
松
大
学
が
目
指
す
姿
を
聴
く

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
吉
田
守
伸
）は
、

平
成
30
年
4
月
開
学
の
公
立
小
松
大
学
学
長
予
定
者
の
山
本

博
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地
方
創
生
の
た
め
に
　
小
松
大
学

は
何
を
目
指
す
か
何
が
で
き
る
か
」を
テ
ー
マ
と
し
た
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
で
は
山
本
学
長
予
定
者
よ
り
、
社
会
や
職
業
の
現
状
と
将

来
的
な
予
測
、
地
域
的
な
背
景
を
踏
ま
え
、
小
松
大
学
が
育
成
を

目
指
す
人
材
像
や
基
本
理
念
、
学
部
構
成
等
を
紹
介
し
た
。
ま
た

地
方
創
生
に
関
し
て
、
産
官
学
等
の
各
要
素
が
充
実
し
、
良
好
に

連
携
で
き
る
都
市
が
持
続
的
に
栄
え
る
と
の
考
え
の
も
と
、
共
同

開
発
研
究
や
社
会
人
の
学
び
な
お
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題

の
解
決
に
至
る
ま
で
、
地
域
と
密
接
に
つ
な
が
り
多
様
な
領
域
で

役
割
を
担
う
こ
と
が
大
学
に
求
め
ら
れ
る
と
話
し
た
。
　

　
最
後
に
今
後
の
地
元
企
業
と
の
連
携
や
実
施
予
定
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
委
員
会
を
終
了
し
た
。

中小企業対策委員会

山本学長予定者委員会の様子

会議所の動き

石川労働局からのお知らせ　
平
成
29
年
10
月
1
日
よ
り
小
松
商
工

会
議
所
・
事
業
課
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
佐
々
木
正
明
と
申
し
ま
す
。
会
館
管

理
及
び
会
館
利
用
に
関
す
る
業
務
を
主

に
担
当
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
が
気
持
ち
良
く
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
老
朽
化
も
目
立
っ
て
き
て

い
る
施
設
の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

事業課
佐々木　正明

石川県最低賃金
改正のお知らせ

　石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバイト等
雇用形態を問わず、石川県内で働くすべての労働者
に適用されます。
　使用者は、これより低い賃金で労働者を使用するこ
とはできません。
　なお、産業によっては、これより金額の高い特定（産
業別）最低賃金が適用されますので、ご注意ください。

　また、石川労働局のホームページ
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

もご覧ください。

時間額　７81円
（改正発効日  平成29年10月1日）

詳細は詳細は 石川労働局  ☎076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署

竹村副市長店　舗

講師の松井洋一郎氏受講する商店主のみなさん

板尾新副会頭合同懇談会の様子 西会頭の挨拶審議する常議員

臨時議員総会・評議員会
及び合同懇談会
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会議所の動き

10/1110/11
　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）は
、小
松
市
の
観

光
産
業
に
つ
い
て
小
松
市
の
竹
村
信
一
副
市
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

木
場
潟
西
園
地
の
ア
ク
ア
テ
ラ
ス・カ
フ
ェ「
ラ
ー
ゴ・ビ
ア
ン
コ
」

に
て
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
H
i
f
リ
ゾ
ー
ト
㈱
が
10
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ラ
ー
ゴ
・
ビ
ア
ン
コ
」
の
説
明
を
受
け
た
。
カ
フ
ェ
は
、
小
松
市
の

滝
ケ
原
石
が
壁
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
お
り
店
内
か
ら
は
木
場
潟
と
白

山
が
一
望
で
き
40
名
が
利
用
で
き
る
。

　
次
に
竹
村
副
市
長
よ
り
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
小
松
の
石

文
化
」
観
音
下
・
鵜
川
・
遊
泉
町
、
滝
ケ
原
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
・

文
化
的
な
資
源
活
用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
世
界
的
建
築
家
・
隈
研
吾
氏
の
設
計
に
よ
る
九
谷
焼
製
土

所
は
体
験
工
房
を
備
え
九
谷
焼
の
全
て
の
工
程
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

今
後
の
観
光
戦
略
の
核
と
な
る
と
話
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
小
松
駅
周
辺
の
観
光
バ
ス
駐
車
場
整
備
へ
の
要
望
や

木
場
潟
水
質
改
善
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

観光文化委員会
小
松
市
の
観
光
産
業
に
つ
い
て

10/1010/10
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
法
を
学
ぶ

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は
、
去
る
10

月
10
日（
火
）に
定
例
委
員
会
を
開
催
し
、
ゲ
ス
ト
に
石
川
県
商

工
労
働
部
産
業
政
策
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
の
川
畑
泰
樹
氏
を
招
き
、Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
と
商
工
労
働
施
策
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
川
畑
氏
は
産
業
界
で
の
Ｉｏ
Ｔ
の
活
用
法
に
つ
い
て
既
に
Ｉｏ
Ｔ
の
活
用

を
進
め
て
い
る
企
業
の
事
例
を
交
え
つ
つ
説
明
さ
れ
、「
Ｉｏ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
で
熟
練
度
の
低
い
人
材
の
活
用
が
可
能
に
な
り
、
人
手
不
足
の
解

消
に
繋
が
っ
た
例
も
あ
り
、
工
場
や
生
産
プ
ラ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
器
や
セ
ン
サ
ー
か
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
・
可
視
化
し
、

活
用
す
る
こ
と
で
、
生
産
業
務
の
改
善
、
人
員
配
置
の
最
適
化
な
ど
幅
広

い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」と
話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
人
材
確
保
支
援
や
設
備
投
資
支
援
な
ど
の
石
川
県
の
商
工
労

働
施
策
に
つ
い
て
も
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
話
題
の
Ｉｏ
Ｔ
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
大
変
良
い
機

会
と
な
り
、
今
後
も
Ｉｏ
Ｔ
の
活
用
法
に
関
す
る
研
修
を
続
け
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

産業政策委員会

ゲストの川畑氏川畑氏の説明を聞く委員

10/2310/23
　
本
所
で
は
、
臨
時
議
員
総
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

議
員
・
評
議
員
ら
65
名
が
出
席
し
た
。

　
臨
時
議
員
総
会
で
は
、
副
会
頭
の
選
任
議
案
が
審
議
・
承
認

さ
れ
、
㈱
板
尾
鉄
工
所
　
代
表
取
締
役
社
長
の
板
尾
昌
之
氏
が

10
月
23
日
付
で
就
任
し
た
。

　
総
会
終
了
の
後
、
合
同
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
石
川
県
産
業

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　
労
働
衛
生
専
門
職
の
竹
口
彰
夫
氏

を
講
師
に
招
き
、
経
営
者
が
取
り
組
む
従
業
員
の
為
の
健
康
確

保
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
竹
口
氏
は
講
演
の
中
で
「
従
業
員
へ
の
健
康
診
断
・
人
間
ド
ッ

ク
及
び
産
業
医
職
務
や
地
域
セ
ン
タ
ー
の
支
援
事
業
は
あ
く
ま

で
手
段
で
あ
る
。
経
営
者
の
強
い
意
思
と
情
熱
で
社
風
を
良
い

環
境
に
導
き
、
従
業
員
と
の
価
値
観
を
共
有
し
、
と
も
に
取
り

組
む
こ
と
で
課
題
の
解
消
・
軽
減
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
。」
と

話
さ
れ
た
。

臨
時
議
員
総
会・評
議
員
会
及
び
合
同
懇
談
会
を
開
催

10/1710/17
重
要
議
案
を
審
議

　
本
所
で
は
、
正
副
会
頭
・
常
議
員
や
青
年
部
会
長
の
出

席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
石
川
県
・

小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事
項
を
は
じ
め
と
す
る
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
西
会
頭
の
挨
拶
後
、早
速
議
事
進
行
が
行
わ
れ
、右
記
議
案
の

他
本
所
副
会
頭
選
任
に
同
意
を
求
め
る
件
、第
68
回
優
良
従
業
員

表
彰
の
件
を
審
議
し
全
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
報
告
事
項
で
は
、事
務
局
よ
り
11
月
28
日（
火
）開
催
の
本

所
会
員
大
会
に
お
け
る
表
彰
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
そ
の
他
、来
年
の
新
春
懇
談
会
の
日
程
変
更
や
石
川
県
商
工
会

議
所
連
合
会
２
０
１
７
年
度
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
報
告

し
、常
議
員
会
を
終
え
た
。

常議員会

10/1610/16
　
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
　
濱
本
哲
成
）は
、本
年
度
新
規
事
業

「
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
ま
ち
ゼ
ミ
）」に
向
け
、㈱
全
国
商
店

街
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
研
修
会（
計
４
回
）を
開
催
。

　
本
連
盟
は
、
本
年
度
新
規
事
業「
ま
ち
ゼ
ミ
」を
平
成
30
年
2
月

16
日
〜
3
月
15
日
に
開
催
す
る
。

 「
ま
ち
ゼ
ミ
」と
は
、
店
主
が
講
師
と
な
り
、
専
門
的
な
知
識
や
情

報
、
コ
ツ
、
趣
味
の
楽
し
み
な
ど
を
お
客
様
に
無
料
で
お
伝
え
す
る

ゼ
ミ
で
あ
る
。

　
第
1
回
目（
10
月
15
日
）研
修
会
で
は
、
㈱
全
国
商
店
街
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
ち
ゼ
ミ
研
修
事
業
講
師
ま
ち
ゼ
ミ
発
祥
の
地
で
あ
る
岡
崎
ま

ち
ゼ
ミ
の
会
代
表
松
井
洋一郎
氏
よ
り
、
全
国
の
事
例
を
交
え
、
お

客
・
個
店
・
街
の
三
方
よ
し
の
商
店
街
活
性
化
事
業〝
ま
ち
ゼ
ミ
〞と

は
何
か
、
何
の
た
め
誰
の
為
に〝
ま
ち
ゼ
ミ
〞を
行
う
の
か
、
ゼ
ミ
の

目
的
や
利
点
な
ど
開
催
基
準
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
受
講
者
は
、

2
回
目
以
降
の
研
修
に
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
来
年
2
月
の
本
番
開

講
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

小松商店会連盟
第
1
回
小
松
商
店
会
連
盟
ま
ち
ゼ
ミ
実
施
に
向
け
て
研
修
会
開
催

10/1210/12
地
方
創
生
に
向
け
、公
立
小
松
大
学
が
目
指
す
姿
を
聴
く

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
吉
田
守
伸
）は
、

平
成
30
年
4
月
開
学
の
公
立
小
松
大
学
学
長
予
定
者
の
山
本

博
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地
方
創
生
の
た
め
に
　
小
松
大
学

は
何
を
目
指
す
か
何
が
で
き
る
か
」を
テ
ー
マ
と
し
た
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
で
は
山
本
学
長
予
定
者
よ
り
、
社
会
や
職
業
の
現
状
と
将

来
的
な
予
測
、
地
域
的
な
背
景
を
踏
ま
え
、
小
松
大
学
が
育
成
を

目
指
す
人
材
像
や
基
本
理
念
、
学
部
構
成
等
を
紹
介
し
た
。
ま
た

地
方
創
生
に
関
し
て
、
産
官
学
等
の
各
要
素
が
充
実
し
、
良
好
に

連
携
で
き
る
都
市
が
持
続
的
に
栄
え
る
と
の
考
え
の
も
と
、
共
同

開
発
研
究
や
社
会
人
の
学
び
な
お
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題

の
解
決
に
至
る
ま
で
、
地
域
と
密
接
に
つ
な
が
り
多
様
な
領
域
で

役
割
を
担
う
こ
と
が
大
学
に
求
め
ら
れ
る
と
話
し
た
。
　

　
最
後
に
今
後
の
地
元
企
業
と
の
連
携
や
実
施
予
定
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
委
員
会
を
終
了
し
た
。

中小企業対策委員会

山本学長予定者委員会の様子

会議所の動き

石川労働局からのお知らせ　
平
成
29
年
10
月
1
日
よ
り
小
松
商
工

会
議
所
・
事
業
課
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
佐
々
木
正
明
と
申
し
ま
す
。
会
館
管

理
及
び
会
館
利
用
に
関
す
る
業
務
を
主

に
担
当
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
が
気
持
ち
良
く
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
老
朽
化
も
目
立
っ
て
き
て

い
る
施
設
の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

事業課
佐々木　正明

石川県最低賃金
改正のお知らせ

　石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバイト等
雇用形態を問わず、石川県内で働くすべての労働者
に適用されます。
　使用者は、これより低い賃金で労働者を使用するこ
とはできません。
　なお、産業によっては、これより金額の高い特定（産
業別）最低賃金が適用されますので、ご注意ください。

　また、石川労働局のホームページ
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

もご覧ください。

時間額　７81円
（改正発効日  平成29年10月1日）

詳細は詳細は 石川労働局  ☎076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署

竹村副市長店　舗

講師の松井洋一郎氏受講する商店主のみなさん

板尾新副会頭合同懇談会の様子 西会頭の挨拶審議する常議員

臨時議員総会・評議員会
及び合同懇談会
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ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使
「
こ
ま
つ
姫
御
前
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
主

催
北
國
新
聞
社
、
後
援
小
松
市
、
小
松
商
工
会
議
所
）
が
９
月
23
日

（
土
）
に
行
わ
れ
、
一
次
書
類
審
査
を
通
過
し
た
24
名
の
中
か
ら
、
こ

ま
つ
姫
御
前
に
橋
本
菜
美
さ
ん
（
24
）＝
ケ
ア
ハ
ウ
ス
和
、
中
村
優
紀

奈
さ
ん
（
24
）＝
や
わ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
谷
川
亜
里
紗
さ
ん

（
20
）＝
金
沢
星
陵
大
学
２
年
、
の
３
人
が
選
ば
れ
た
。

　
３
人
は
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
お
披
露
目
さ

れ
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
10
月
か
ら
１
年
間
、
小
松
市
の
顔
と

し
て
県
内
外
の
各
種
行
事
に
参
加
し
て
小
松
の
伝
統
文
化
や
産
業
、
自

然
な
ど
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

西会頭・坂井専務と2017こまつ姫御前
（右から橋本さん、中村さん、谷川さん）

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
の
認
証
式

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

こ
ま
つ
姫
御
前

こ
ま
つ
姫
御
前

決
ま
る

第42回

　
去
る
10
月
７
日（
土
）、８
日（
日
）

に
開
催
し
た
第
42
回
小
松
市
ど
ん

ど
ん
ま
つ
り
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

市
民
を
は
じ
め
多
数
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
７
日（
土
）は
小
松
駅
前
市
民
公

園
に
て
小
松
駅
開
業
１
２
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
高

校
生
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
ま
た
、
夕
方
か
ら
は
昨
年
復
活

し
た
あ
ん
ど
ん
行
列
と
ど
ん
ど
ん

小
松
輪
踊
り
の
参
加
者
約
７
０
０

人
が
市
民
公
園
で
合
流
し
、
全
員

で
輪
踊
り
を
踊
っ
て
盛
況
を
博
し
た
。

　
８
日（
日
）に
は
36
団
体
約
８
０
０

人
が
参
加
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
音
楽
祭
、
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
、
茶

会
な
ど
小
さ
な
お
子
様
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
層
の
方
々
が
楽
し
め

る
多
彩
な
内
容
で
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
参
画

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
前
口
剛
）は
本
年
度
よ
り
ど
ん
ど

ん
ま
つ
り
の
前
夜
祭
を
飾
る
あ
ん
ど
ん
行
列
と
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
の

企
画
運
営
に
携
わ
り
、
10
月
7
日
当
日
は
、
行
列
や
市
民
公
園
で
の
輪
踊

り
の
運
営
に
協
力
し
、
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
ら
と
連
携
し
て
業
務
に
あ
た
っ
た
。

　
前
夜
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
前
口
会
長
が

Y
E
G
メ
ン
バ
ー
と
共
に
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇

し
、あ
ん
ど
ん
部
会
長
と
し
て
ま
つ
り
参
加
者
、

関
係
者
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
ま
た
8
日
に
は
、小
松
が
誇
る
地
域
資
源
で

あ
る
ト
マ
ト
を
使
用
し
、小
松
産
石
材
で
製
作

し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
た「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」を
出

展
、市
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
客
に
小
松
市
の

魅
力
を
発
信
し
た
。

第
16
回
大
会
開
催
！
少
年
少
女
た
ち
の
激
闘
！

　
本
所
青
年
部
は
10
月
15
日
に
、
第
42
回
小
松

市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
協
賛
行
事
と
し
て
、
第

16
回
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
子
ど
も
将
棋
大
会
を
小

松
市
公
会
堂
に
て
開
催
し
た
。

　
今
年
は
県
内
外
か
ら
50
名
の
幼
児
〜
小
学
生
が
参
加

し
、激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
も
将
棋
を
通
し

て
礼
を
学
ん
だ
。

　
本
大
会
で
は
、日
本
将
棋
連
盟
小
松
支
部
の
協
力
に

よ
り
、金
沢
大
学
将
棋
部
の
メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も
た
ち

に
指
導
対
局
を
実
施
し
た
。

　
大
会
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

《
入
賞
者
》

◇
５・６
年
生
の
部

①
和
田
健（
金
沢
市
）　
②
岡
本
健
太
郎（
金
沢
市
）

③
吉
広
涼（
小
松
市
）　
③
田
中
利
久
哉（
小
松
市
）

◇
３
･
４
年
生
の
部

①
福
田
瑛
二（
金
沢
市
）　
②
道
下
凱
仁（
金
沢
市
）

③
森
永
崇
義（
七
尾
市
）　
③
畠
爽
流（
金
沢
市
）

◇
幼
児
、１
･
２
年
生
の
部

①
辻
大
輔（
金
沢
市
）　
②
畠
煌
凱（
金
沢
市
）

③
佐
久
間
雄
己（
小
松
市
）　
③
岡
本
珠
里（
金
沢
市
）

部会長として挨拶する前口会長各部の優勝者とYEGで記念撮影 真剣な表情で指す子どもたち

ストリートステージ

あんどん展示

乗り物体験人力車

歌舞伎市

グルメ横丁 ミニＳＬ

音楽祭

茶会 市民公園ステージ 輪踊り

あんどん行列 時代絵巻仮装行列
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ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使
「
こ
ま
つ
姫
御
前
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
主

催
北
國
新
聞
社
、
後
援
小
松
市
、
小
松
商
工
会
議
所
）
が
９
月
23
日

（
土
）
に
行
わ
れ
、
一
次
書
類
審
査
を
通
過
し
た
24
名
の
中
か
ら
、
こ

ま
つ
姫
御
前
に
橋
本
菜
美
さ
ん
（
24
）＝
ケ
ア
ハ
ウ
ス
和
、
中
村
優
紀

奈
さ
ん
（
24
）＝
や
わ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
谷
川
亜
里
紗
さ
ん

（
20
）＝
金
沢
星
陵
大
学
２
年
、
の
３
人
が
選
ば
れ
た
。

　
３
人
は
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
お
披
露
目
さ

れ
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
10
月
か
ら
１
年
間
、
小
松
市
の
顔
と

し
て
県
内
外
の
各
種
行
事
に
参
加
し
て
小
松
の
伝
統
文
化
や
産
業
、
自

然
な
ど
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

西会頭・坂井専務と2017こまつ姫御前
（右から橋本さん、中村さん、谷川さん）

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
の
認
証
式

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

こ
ま
つ
姫
御
前

こ
ま
つ
姫
御
前

決
ま
る

第42回

　
去
る
10
月
７
日（
土
）、８
日（
日
）

に
開
催
し
た
第
42
回
小
松
市
ど
ん

ど
ん
ま
つ
り
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

市
民
を
は
じ
め
多
数
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
７
日（
土
）は
小
松
駅
前
市
民
公

園
に
て
小
松
駅
開
業
１
２
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
高

校
生
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
ま
た
、
夕
方
か
ら
は
昨
年
復
活

し
た
あ
ん
ど
ん
行
列
と
ど
ん
ど
ん

小
松
輪
踊
り
の
参
加
者
約
７
０
０

人
が
市
民
公
園
で
合
流
し
、
全
員

で
輪
踊
り
を
踊
っ
て
盛
況
を
博
し
た
。

　
８
日（
日
）に
は
36
団
体
約
８
０
０

人
が
参
加
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
音
楽
祭
、
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
、
茶

会
な
ど
小
さ
な
お
子
様
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
層
の
方
々
が
楽
し
め

る
多
彩
な
内
容
で
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
参
画

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
前
口
剛
）は
本
年
度
よ
り
ど
ん
ど

ん
ま
つ
り
の
前
夜
祭
を
飾
る
あ
ん
ど
ん
行
列
と
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
の

企
画
運
営
に
携
わ
り
、
10
月
7
日
当
日
は
、
行
列
や
市
民
公
園
で
の
輪
踊

り
の
運
営
に
協
力
し
、
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
ら
と
連
携
し
て
業
務
に
あ
た
っ
た
。

　
前
夜
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
前
口
会
長
が

Y
E
G
メ
ン
バ
ー
と
共
に
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇

し
、あ
ん
ど
ん
部
会
長
と
し
て
ま
つ
り
参
加
者
、

関
係
者
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
ま
た
8
日
に
は
、小
松
が
誇
る
地
域
資
源
で

あ
る
ト
マ
ト
を
使
用
し
、小
松
産
石
材
で
製
作

し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
た「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」を
出

展
、市
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
客
に
小
松
市
の

魅
力
を
発
信
し
た
。

第
16
回
大
会
開
催
！
少
年
少
女
た
ち
の
激
闘
！

　
本
所
青
年
部
は
10
月
15
日
に
、
第
42
回
小
松

市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
協
賛
行
事
と
し
て
、
第

16
回
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
子
ど
も
将
棋
大
会
を
小

松
市
公
会
堂
に
て
開
催
し
た
。

　
今
年
は
県
内
外
か
ら
50
名
の
幼
児
〜
小
学
生
が
参
加

し
、激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
も
将
棋
を
通
し

て
礼
を
学
ん
だ
。

　
本
大
会
で
は
、日
本
将
棋
連
盟
小
松
支
部
の
協
力
に

よ
り
、金
沢
大
学
将
棋
部
の
メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も
た
ち

に
指
導
対
局
を
実
施
し
た
。

　
大
会
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

《
入
賞
者
》

◇
５・６
年
生
の
部

①
和
田
健（
金
沢
市
）　
②
岡
本
健
太
郎（
金
沢
市
）

③
吉
広
涼（
小
松
市
）　
③
田
中
利
久
哉（
小
松
市
）

◇
３
･
４
年
生
の
部

①
福
田
瑛
二（
金
沢
市
）　
②
道
下
凱
仁（
金
沢
市
）

③
森
永
崇
義（
七
尾
市
）　
③
畠
爽
流（
金
沢
市
）

◇
幼
児
、１
･
２
年
生
の
部

①
辻
大
輔（
金
沢
市
）　
②
畠
煌
凱（
金
沢
市
）

③
佐
久
間
雄
己（
小
松
市
）　
③
岡
本
珠
里（
金
沢
市
）

部会長として挨拶する前口会長各部の優勝者とYEGで記念撮影 真剣な表情で指す子どもたち

ストリートステージ

あんどん展示

乗り物体験人力車

歌舞伎市

グルメ横丁 ミニＳＬ

音楽祭

茶会 市民公園ステージ 輪踊り
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小
学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市
に
出
店

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目
的
と

し
て
当
会
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
小

学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
の
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
市
内
小
学
校
よ
り

１
７
０
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の

結
果
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
会
長
賞
・
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
賞
・
特
別
賞
・
金
賞
の
計
16
作
品
が

選
ば
れ
た
。
入
賞
作
品
・
応
募
作
品
に

つ
い
て
は
、
10
月
５
日
〜
10
日
の
間
こ

ま
つ
曳
山
交
流
会
館
み
よ
っ
さ
に
て
展

示
さ
れ
、
10
月
８
日
に
同
会
場
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
日「
ど
ん
ど
ん

歌
舞
伎
市
」に
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目

的
と
し
て
当
会
も
参
加
し
た
。

N
ever give up! K

eep trying

◆所 在 地 （本社）
 小松市今江町3-755番地
 TEL 0761-24-2322
 （イベント部）
 小松市芦田町2-24番
 TEL 0761-24-1522
◆受付時間 9：00～17：00
◆事業内容 建設土木機械販売・修理・レ
ンタル・建設土木資材一般、保安安全用
品、機械工具販売、土木工事業、一側足
場、ステージ足場、解体用足場、ロード
サービス、緊急事故対応、各種イベント
用品、エア遊具、物品レンタル、（地鎮
祭・完成式典・祭事・催事）ステージ音響
照明その他お問合せ下さい。
◆URL　www.ikegami-group.co.jp/

　「
昭
和
40
年
に
農
業
機
械
の
販
売
・
修
理
業

と
し
て
創
業
し
て
以
来
、時
代
の
流
れ
か
ら

土
木
・
建
設
機
械
の
レ
ン
タ
ル
や
販
売
修
理
・

資
材
の
販
売
へ
と
手
を
広
げ
、お
客
様
の
要

望
に
応
え
な
が
ら
果
敢
に
事
業
展
開
し
て
き

た
。
平
成
３
年
か
ら
は
仮
設
足
場
組
立
リ
ー

ス
を
始
め
翌
年
に
は
念
願
で
あ
っ
た
イ
ベ
ン

ト
事
業
部
も
立
ち
上
げ
た
。」

　
何
事
に
も
挑
戦
し
続
け
、荒
波
に
揉
ま
れ

な
が
ら
も
ど
う
に
か
自
分
の
思
い
の
方
向
に

進
ん
で
き
た
こ
と
を
冒
頭
池
上
社
長
が
熱
っ

ぽ
く
振
り
返
る
。
今
半
世
紀
を
超
え
、様
々

な
事
に
可
能
性
を
見
出
し
な
が
ら
、社
員
一

同
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
当
社
を
支
え
て

頂
い
た
皆
様
方
の
温
か
い
志
が
形
に
な
っ
た

と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
、な
か
で
も「
光
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
」「
光
る
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
」が
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
６

低
炭
素
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
何
よ
り
の
励

み
で
あ
り
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
や
社
会
に
貢
献
し
、

喜
ん
で
頂
け
る
会
社
を
目
指
し
て
、ま
た
色

ん
な
ご
提
案
を
し
な
が
ら
決
し
て
諦
め
ず
未

来
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
皆
様
に

は
こ
れ
ま
で
以
上
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

愛
顧
を
お
願
い
し
た
い
と
締
め
括
っ
た
。

㈱イケガミ
代表　池上　茂雄

スパイダーテント、エアーテントソーラー式クッションドラムⅡバスカブッキー

全国商工会議所女性会連合会会長賞
「地球の声聞いたことある？」
芦城小学校5年菅原悠衣さん

小松商工会議所女性会会長賞
「5Rで循環型社会へ」

芦城小学校5年植田実咲さん

カブッキーゲート

粟津 ←

能美市↑N

305
上小松

園町

桜木町
浜田町

沖町

平和堂
●

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

小松市役所
●

●
末広運動公園

　マクド
●ナルド

★
イケガミ

小松
空港←

イベント部

　
労
働
保
険
と
は
、労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

　
労
働
者
が
業
務
上
災
害
及
び
通
勤
災
害
や
失
業
等

の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
保
険
給
付
を
行
い
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、社
会
復
帰
の
促
進
、再
就
職
の
促
進
等

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
労
働
保
険
は
農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
必
ず

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、11
月
を
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
と
定
め
、全
国
一
斉
に
労
働
保
険
制

度
の
周
知
・
啓
蒙
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

小
松
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
7
6
1・2
2・4
3
1
7

小
松
公
共
職
業
安
定
所

☎
0
7
6
1・2
4・8
6
0
8

ま
で
ど
う
ぞ

ご相談
お問い合わせは
ご相談

お問い合わせは

ハローワークからのお知らせ

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
？

どんどん歌舞伎市出店

表彰された子供たち

「こまつ曳山交流会館みよっさ」での展示
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小
学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市
に
出
店

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目
的
と

し
て
当
会
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
小

学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
の
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
市
内
小
学
校
よ
り

１
７
０
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の

結
果
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
会
長
賞
・
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
賞
・
特
別
賞
・
金
賞
の
計
16
作
品
が

選
ば
れ
た
。
入
賞
作
品
・
応
募
作
品
に

つ
い
て
は
、
10
月
５
日
〜
10
日
の
間
こ

ま
つ
曳
山
交
流
会
館
み
よ
っ
さ
に
て
展

示
さ
れ
、
10
月
８
日
に
同
会
場
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
日「
ど
ん
ど
ん

歌
舞
伎
市
」に
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目

的
と
し
て
当
会
も
参
加
し
た
。

N
ever give up! K

eep trying

◆所 在 地 （本社）
 小松市今江町3-755番地
 TEL 0761-24-2322
 （イベント部）
 小松市芦田町2-24番
 TEL 0761-24-1522
◆受付時間 9：00～17：00
◆事業内容 建設土木機械販売・修理・レ
ンタル・建設土木資材一般、保安安全用
品、機械工具販売、土木工事業、一側足
場、ステージ足場、解体用足場、ロード
サービス、緊急事故対応、各種イベント
用品、エア遊具、物品レンタル、（地鎮
祭・完成式典・祭事・催事）ステージ音響
照明その他お問合せ下さい。
◆URL　www.ikegami-group.co.jp/

　「
昭
和
40
年
に
農
業
機
械
の
販
売
・
修
理
業

と
し
て
創
業
し
て
以
来
、時
代
の
流
れ
か
ら

土
木
・
建
設
機
械
の
レ
ン
タ
ル
や
販
売
修
理
・

資
材
の
販
売
へ
と
手
を
広
げ
、お
客
様
の
要

望
に
応
え
な
が
ら
果
敢
に
事
業
展
開
し
て
き

た
。
平
成
３
年
か
ら
は
仮
設
足
場
組
立
リ
ー

ス
を
始
め
翌
年
に
は
念
願
で
あ
っ
た
イ
ベ
ン

ト
事
業
部
も
立
ち
上
げ
た
。」

　
何
事
に
も
挑
戦
し
続
け
、荒
波
に
揉
ま
れ

な
が
ら
も
ど
う
に
か
自
分
の
思
い
の
方
向
に

進
ん
で
き
た
こ
と
を
冒
頭
池
上
社
長
が
熱
っ

ぽ
く
振
り
返
る
。
今
半
世
紀
を
超
え
、様
々

な
事
に
可
能
性
を
見
出
し
な
が
ら
、社
員
一

同
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
当
社
を
支
え
て

頂
い
た
皆
様
方
の
温
か
い
志
が
形
に
な
っ
た

と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
、な
か
で
も「
光
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
」「
光
る
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
」が
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
６

低
炭
素
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
何
よ
り
の
励

み
で
あ
り
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
や
社
会
に
貢
献
し
、

喜
ん
で
頂
け
る
会
社
を
目
指
し
て
、ま
た
色

ん
な
ご
提
案
を
し
な
が
ら
決
し
て
諦
め
ず
未

来
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
皆
様
に

は
こ
れ
ま
で
以
上
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

愛
顧
を
お
願
い
し
た
い
と
締
め
括
っ
た
。

㈱イケガミ
代表　池上　茂雄

スパイダーテント、エアーテントソーラー式クッションドラムⅡバスカブッキー

全国商工会議所女性会連合会会長賞
「地球の声聞いたことある？」
芦城小学校5年菅原悠衣さん

小松商工会議所女性会会長賞
「5Rで循環型社会へ」

芦城小学校5年植田実咲さん

カブッキーゲート

粟津 ←

能美市↑N

305
上小松

園町

桜木町
浜田町

沖町

平和堂
●

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

小松市役所
●

●
末広運動公園

　マクド
●ナルド

★
イケガミ

小松
空港←

イベント部

　
労
働
保
険
と
は
、労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

　
労
働
者
が
業
務
上
災
害
及
び
通
勤
災
害
や
失
業
等

の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
保
険
給
付
を
行
い
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、社
会
復
帰
の
促
進
、再
就
職
の
促
進
等

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
労
働
保
険
は
農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
必
ず

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、11
月
を
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
と
定
め
、全
国
一
斉
に
労
働
保
険
制

度
の
周
知
・
啓
蒙
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

小
松
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
7
6
1・2
2・4
3
1
7

小
松
公
共
職
業
安
定
所

☎
0
7
6
1・2
4・8
6
0
8

ま
で
ど
う
ぞ

ご相談
お問い合わせは
ご相談

お問い合わせは

ハローワークからのお知らせ

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
？

どんどん歌舞伎市出店

表彰された子供たち

「こまつ曳山交流会館みよっさ」での展示
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